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日本保育学会第 57 回大会の 開催にあた っ て

　 日本保育学会第57回大会は 、兵庫県教育委員会と神戸市教育委員会の 後援をい ただ き、神戸親

和女子大学 と兵庫教育大学の 共同で 魔催する こ とに な りま した 。 主会場 は、神戸 市の 神戸 文化

ホ
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ル と神戸親和女子大学 で す 。
・、tt ．tt；

’
本大会の テ

ー
マ は、「子ど もとと もt：’未来をg くる 」と しました

。 互 い の 存在の 尊さを体感 しな

炉ら
、
、世代 を超 えて ともに歩むご ≒の 暮ら しが騨われる こ とは言うまで もあ りませ ん 。 そ うした

暮 ら
．
しに は ・あたたかP まなざ  を支 えに し為「共生」が鍵 に なる の で は ない か と思 い ます。

　ζの よ うな考え方を下 地 と して ・

．［
共生社会仁 

て の保育現場」をパ ラ ダイ ム 化 して ・ 本 大会

g）企画 を試み まL
．
た 。 子どもと朞ら．芝時空

〕
子どもが 育ρ時空に は、「家庭」「地域」「市民社 会J

槽定され ます ・ r脚 ゆ るやか ’fコ ラボレ
ーシ ・

鰭 羨
・ て子 ども・蠕 が生成 される こ と

にな りそ うです 。 そ こ で どの ような支援 の ス タ ンス や環境が浮き彫 りに される の で しょ うか 。
こ

れ らの問 い の解 き明か しへ の手が か りを得る ため に 、 「〈共に生 きる 〉 こ との両義性 と保育」 を演

題とした京都大学の 鯨岡峻教授 に よ
’
る記念講演、「幼児教育の 公共政策とそ の 課題」をテ

ー
マ と し

た東京大学の 佐藤学教授 と大妻女子大学の 柴崎正 行教授に よる対談、・その 他 に もシ ン ポ ジ ウ ム や

ワ
」

ク シ ョ ッ プを企 画い た し ました 。
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本 大会が 、 保育や研究の 向上 に と う て 有意義な機会 とな ります こ とを期待 して お ります 。 大 会

会場へ の 交通の面で ご不便をお か けする と思い ますが、多数の 学会員の ご参加 を い た だ きます よ

うぐ お願 い 申し上 げ ます 。

日本保育学会第57回大会準備委員会
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